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前
号
に
続
き
、
２
０
１
３
年
度
の
年
間
編
集
基
幹
テ
ー

マ
「
内
制
化
に
つ
い
て
考
え
る
」、
そ
の
②
を
掲
載
す
る
。

「
内
制
化
」つ
い
て
は
、以
下
の
項
目
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

前
号
掲
載
項
目

①
② 

企
業
内
で
の
「
内
制
化
」
に
対
す
る
評
価
と
、
そ
の

　
「
評
価
」
の
理
由
や
背
景
。

③
「
内
制
化
」
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と
。

今
号
掲
載
項
目

④ 

優
先
的
に
「
内
制
化
」
を
進
め
る
べ
き
業
務
は
？

⑤
「
内
制
化
」
で
考
慮
す
べ
き
問
題
、
課
題
、
対
処
策
は
？

⑥
「
内
制
化
」
が
進
ん
で
い
る
会
社
と
、
そ
う
で
な
い
会

　

社
（
外
注
比
率
の
高
い
会
社
）
と
の
違
い
は
？

次
号
掲
載
予
定
項
目

⑦ 

作
業
の「
効
率
化
」と「
高
品
質
化
」を
ど
う
実
現
す
る
か
？

⑧ 

得
意
先
側
の
「
内
制
化
」
の
最
近
動
向
は
？
ま
た
、
受

　

注
側
へ
の
影
響
は
？

⑨
旧
来
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
、「
内
制
化
」
を
進
め
る
マ

　

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
の
違
い
は
？

⑩
「
内
制
化
」
の
推
進
に
必
要
な
、
人
材
育
成
課
題
は
？

　

以
上
に
つ
き
、
今
年
度
の
Ｊ
Ｐ
Ｍ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
賞
審

査
員
、
お
よ
び
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
委
員
の
方
々
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
た
。

④
優
先
的
に

　
「
内
制
化
」
を
進
め
る
べ
き
業
務
は
？

ッ
ク
等
、
責
任
領
域
も
拡
大
す
る
」

　
「
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
固
定
費
が
増
加
す
る
。
相
応
の
受

注
見
込
み
が
立
た
な
い
と
、
専
門
部
署
を
維
持
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
最
初
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
派

遣
で
行
い
、
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
も
有
効
か
」

　
「
社
内
リ
ソ
ー
ス
が
確
立
し
て
い
な
い
と
無
理
。
優
秀
な

人
材
を
抱
え
て
い
ら
れ
る
か
ど
う
か
」

　
「
需
要
と
供
給
体
制
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
や
す
い
。

内
制
チ
ー
ム
の
業
務
量
の
調
整
が
一
苦
労
」

　
「
現
場
か
ら
の
内
制
促
進
に
対
す
る
拒
絶
も
大
き
い
」

内
制
化
と
効
率
化
は
、
同
時
に
進
め
る

　
「
得
意
先
課
題
の
本
質
を
的
確
に
と
ら
え
る
力
、
企
画
構

想
力
を
あ
る
程
度
均
一
化
す
る
「
ツ
ー
ル
」
開
発
を
同
時

に
行
う
こ
と
が
肝
要
」

　
「
事
前
の
業
務
設
計
、
品
質
設
計
に
よ
る
効
率
的
業
務
委

託
を
可
能
に
す
る
工
夫
が
要
る
」

　
「
作
業
効
率
化
策
を
併
走
さ
せ
な
い
と
、
残
業
が
増
す
」

　
「
考
え
る
こ
と
と
、
手
を
動
か
す
こ
と
を
分
離
し
な
い
と

効
率
的
な
内
制
化
は
で
き
な
い
」

デ
メ
リ
ッ
ト
も
、
承
知
し
て
お
く
べ
き

　
「
経
営
効
率
（
付
加
価
値
率
）
は
高
ま
る
が
、
作
業
志
向

が
強
ま
り
戦
略
力
が
低
下
す
る
傾
向
が
あ
る
」

　
「
先
端
分
野
の
内
制
化
の
場
合
、
進
化
へ
の
対
応
が
遅
れ

る
リ
ス
ク
が
あ
る
」

　
「
総
合
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
志
向
す
る
一
方
で
、

制
作
能
力
に
特
化
し
た
人
材
を
抱
え
る
矛
盾
が
生
ま
れ
る
」

　
「
尖
っ
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
を
継
続
的

に
提
供
し
て
行
け
る
か
ど
う
か
が
課
題
。
対
処
策
＝
社
内

勉
強
会
、
各
種
ア
ワ
ー
ド
へ
の
応
募
等
が
有
効
」

　
「
業
務
負
担
が
増
え
、
新
規
業
務
獲
得
が
難
し
く
な
る
。

対
策
＝
人
事
評
価
方
法
と
合
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
」

　

奇
し
く
も
、
内
制
化
を
進
め
る
と
い
う
方
向
で
な
く
て

　

奇
し
く
も
、
内
制
化
を
進
め
る
と
い
う
方
向
で
な
く
て

も
、
い
ま
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
と

も
、
い
ま
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
必
要
と
す
る
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

し
て
必
要
と
す
る
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

　

前
号
掲
載
の
、
内
制
化
で
「
気
に
な
る
こ
と
、
留
意
す

べ
き
こ
と
」
で
は
、「
外
注
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と
内
制

化
に
よ
る
固
定
費
の
拡
大
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
」
が
最
も
多

く
、
結
局
、「
何
を
内
制
化
す
べ
き
か
の
見
極
め
」
が
重

要
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
人
材
の
育
成
・
調
達
が
必
要
」
と

さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
続
き
、
内
制
化
を
進
め
る
た
め
に
「
優
先
的
に

進
め
る
べ
き
業
務
は
な
に
か
」
の
回
答
を
見
て
い
こ
う
。

企
画
関
連
業
務

　
「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
業
務
を
優
先
す
べ
き
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
計
画
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
計
画
、
メ
デ
ィ
ア
計
画
等
）。

考
え
る
力
が
付
き
、
結
果
と
し
て
自
社
力
が
高
ま
る
」

　
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
プ
ラ
ン
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
も
含
め
）
を

立
て
る
業
務
を
優
先
す
る
。
戦
略
設
計
を
内
制
化
す
る
と

営
業
力
が
高
ま
る
か
ら
」

　
「
課
題
解
決
の
仕
組
み
づ
く
り
（
購
買
行
動
を
誘
発
す
る

キ
ー
と
な
る
行
動
特
定
、
課
題
解
決
の
ス
ト
ー
リ
ー
、
メ

デ
ィ
ア
設
計
業
務
等
）。
総
合
受
注
力
が
付
く
」

　
「
顧
客
の
購
買
行
動
に
影
響
を
与
え
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
」

原
稿
制
作
業
務

　
「
デ
ザ
イ
ン
業
務
（
特
に
立
体
デ
ザ
イ
領
域
）
を
優
先
す

る
。
費
用
請
求
も
比
較
的
し
や
す
い
」

　
「
制
作
の
実
行
業
務
を
優
先
。
デ
ー
タ
作
成
ま
で
を
社
内

で
実
行
す
る
体
制
作
り
。
時
間
と
外
注
金
額
を
圧
縮
す
る

こ
と
が
で
き
る
」

ネ
ッ
ト
系
企
画
・
制
作
業
務

　
「
ス
マ
ホ
活
用
の
販
促
シ
ス
テ
ム
の
開
発
業
務
な
ど
、
Ｉ

Ｔ
関
連
企
画
業
務
」

　
「
デ
ジ
タ
ル
領
域
は
、「
内
制
化
」
で
き
な
い
と
、
も
は
や
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
会
社
と
し
て
立
ち
行
か
な
い
」

自
社
資
源
活
用
が
可
能
な
業
務

　
「
人
的
、
設
備
的
価
値
の
有
効
活
用
＝
社
員
カ
メ
ラ
マ
ン
、

撮
影
進
行
業
務
、
原
稿
整
理
・
編
集
編
纂
業
務
」

　
「
ク
ラ
イ
ア
イ
ト
よ
り
も
素
早
く
、
制
作
・
実
施
体
制
が

組
め
る
領
域
の
業
務
を
優
先
す
る
」

収
益
見
込
み
の
あ
る
業
務

　
「
継
続
的
に
、
安
定
的
に
受
注
が
可
能
な
業
務
」

　
「
利
益
の
内
部
留
保
が
見
込
め
る
案
件
」

　
「
仕
事
を
獲
っ
て
い
く
上
で
基
盤
と
な
る
業
務
」

　
「
自
社
の
得
意
業
務
分
野
」

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
業
務
の
核
と
な
る
「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
業
務
の
核
と
な
る
「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

業
務
（
課
題
解
決
の
仕
組
み
）」
と
「
企
画
を
表
現
に
し
、

業
務
（
課
題
解
決
の
仕
組
み
）」
と
「
企
画
を
表
現
に
し
、

伝
え
て
い
く
た
め
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
業
務
」
を
優
先
す

伝
え
て
い
く
た
め
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
業
務
」
を
優
先
す

べ
き
と
い
う
の
が
、
多
い
。
一
方
で
「
継
続
的
に
（
安
定

べ
き
と
い
う
の
が
、
多
い
。
一
方
で
「
継
続
的
に
（
安
定

的
に
）
受
注
が
可
能
な
業
務
」
と
い
っ
た
、
企
業
存
在
の

的
に
）
受
注
が
可
能
な
業
務
」
と
い
っ
た
、
企
業
存
在
の

核
の
部
分
を
優
先
す
べ
き
と
い
う
回
答
も
あ
る
。

核
の
部
分
を
優
先
す
べ
き
と
い
う
回
答
も
あ
る
。

⑤
「
内
制
化
」
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き

　
「
問
題
・
課
題
」、
そ
の
対
処
策
は
？

収
益
に
は
、
コ
ス
ト
増
も
付
い
て
く
る

　
「
残
業
等
、
人
件
費
が
膨
張
す
る
問
題
」

　
「
内
制
化
に
伴
い
、
Ｐ
Ｌ
、
制
作
精
度
、
リ
ー
ガ
ル
チ
ェ

課
題
を
少
な
か
ら
ず
解
決
し
て
い
る
会
社
が
、
次
の
問
い

課
題
を
少
な
か
ら
ず
解
決
し
て
い
る
会
社
が
、
次
の
問
い

の
「
内
制
化
が
進
ん
で
い
る
会
社
」
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
「
内
制
化
が
進
ん
で
い
る
会
社
」
と
い
う
こ
と
に
な
る

よ
う
だ
。

よ
う
だ
。

⑥
「
内
制
化
」
が
進
ん
で
い
る
会
社
と
、

　

そ
う
で
な
い
会
社（
外
注
比
率
の
高
い
会
社
）と
の
違
い
は
？

内
制
化
が
進
ん
で
い
る
会
社
は
、
ス
マ
ー
ト
な
企
業
…
？

　
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
や
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
メ
イ
ン
と
し
て

い
る
会
社
。
個
人
の
能
力
や
プ
レ
ゼ
ン
力
も
高
い
会
社
」

　
「
そ
の
分
野
に
お
い
て
総
合
的
信
頼
感
が
感
じ
ら
れ
る
」

　
「
モ
ノ
づ
く
り
の
技
術
力
が
高
く
、
安
心
し
て
発
注
が
で

き
る
。
コ
ス
ト
も
安
く
競
争
力
が
あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
も
あ

る
印
象
」

　
「
価
格
対
応
力
、
付
加
価
値
力
に
お
い
て
差
別
化
ポ
イ
ン

ト
を
持
っ
て
い
る
企
業
」

　
「
例
え
ば
デ
ジ
タ
ル
領
域
で
内
制
化
さ
れ
て
い
る
と
、
変

化
に
強
い
感
じ
。
デ
ジ
タ
ル
領
域
か
ら
変
化
が
始
ま
り
、

こ
こ
か
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
変
化
し
て
い
く
か
ら
」

　
「
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
責
任
者
）
が
し
っ
か
り
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
会
社
は
、
概
し
て
内
制
化
が
進
ん
で
い
る
。
方

向
が
明
快
だ
と
、
作
業
も
行
い
や
す
く
な
る
」

全
体
状
況
に
つ
い
て
―
―

　
「
最
近
は
、
受
注
し
て
、
す
ぐ
丸
投
げ
す
る
会
社
は
ほ
ぼ

淘
汰
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
」

　
「
必
然
的
に
、
規
模
の
小
さ
な
会
社
は
、
内
製
化
に
向
か

う
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
う
で
な
い
と
、
も
は
や

成
り
立
た
な
い
」

　
「
内
製
化
が
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
会
社
も
、
実
は
作

業
レ
ベ
ル
・
個
人
技
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
お
り
、
組
織
と

し
て
は
充
分
機
能
し
て
い
な
い
の
で
は
」

「
内
制
化
」
と
は
、
結
局
、
専
門
力

　
「
内
制
し
た
モ
ノ
に
き
ち
ん
と
対
価
を
も
ら
う
た
め
に
、

よ
り
専
門
性
を
高
め
、
付
加
価
値
を
高
め
た
会
社
が
、
内

制
化
に
成
功
し
て
い
る
」

　
「
内
制
化
が
進
ん
で
い
る
会
社
が
良
い
と
は
思
わ
な
い
。

重
要
な
の
は
、
独
自
性
、
コ
ア
部
分
（
不
変
）
を
い
か
に

形
に
し
て
い
く
か
の
能
力
。
重
要
な
点
は
、
軸
を
ぶ
ら
さ

な
い
で
専
門
力
を
深
め
る
こ
と
。「
内
制
化
」
と
は
、
ス

タ
ッ
フ
の
目
指
す
と
こ
ろ
が
、
革
新
と
創
造
に
あ
る
こ
と
」

「
製
作
ロ
ッ
ト
の
減
少
」
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

　
「
内
制
化
の
善
し
悪
し
は
、
会
社
の
業
態
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
外
注
を
う
ま
く
使
い
効
率
化
を
図
る
タ
イ
プ

も
あ
る
」

　
「
企
業
と
し
て
良
い
か
悪
い
か
は
、
単
に
内
制
化
率
の
高

さ
低
さ
で
は
な
い
。
外
注
比
率
が
高
く
て
も
、
ポ
リ
シ
ー

に
基
づ
い
て
外
注
先
を
き
ち
ん
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い

る
か
ど
う
か
が
重
要
。
品
質
管
理
が
う
ま
く
で
き
れ
ば
良

い
。
た
だ
、
多
品
種
・
少
量
制
作
の
傾
向
の
中
で
は
、
品

質
管
理
方
法
の
再
考
も
迫
ら
れ
て
い
る
」

　
「
少
量
制
作
ロ
ッ
ト
が
前
提
で
、
ア
イ
デ
ア
、
ク
オ
リ
テ
ィ
、

ス
ピ
ー
ド
、
コ
ス
ト
が
求
め
ら
れ
る
と
、
従
来
の
よ
う
に
、

工
場
製
作
費
で
の
収
益
捻
出
が
困
難
だ
。
制
作
費
の
回
収

が
、
否
応
な
し
に
必
要
に
な
る
。
そ
の
面
か
ら
、
内
制
を

考
え
ざ
る
を
得
な
い
」

　

内
制
化
が
進
ん
で
い
る
会
社
は
、「
信
頼
感
が
あ
り
、

　

内
制
化
が
進
ん
で
い
る
会
社
は
、「
信
頼
感
が
あ
り
、

技
術
力
が
高
く
、
低
コ
ス
ト
で
、
競
争
力
が
あ
り
、
ス
ピ

技
術
力
が
高
く
、
低
コ
ス
ト
で
、
競
争
力
が
あ
り
、
ス
ピ

ー
ド
が
あ
る
」
と
い
う
ス
ト
レ
ー
ト
な
回
答
と
と
も
に
、

ー
ド
が
あ
る
」
と
い
う
ス
ト
レ
ー
ト
な
回
答
と
と
も
に
、

現
在
、
各
企
業
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
・
課
題
を
克
服
し

現
在
、
各
企
業
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
・
課
題
を
克
服
し

よ
う
と
す
る
と
、
必
然
的
に
「
内
制
化
が
進
ん
だ
会
社
に

よ
う
と
す
る
と
、
必
然
的
に
「
内
制
化
が
進
ん
だ
会
社
に

な
る
」
と
い
う
見
方
に
も
興
味
を
惹
か
れ
る
。「
内
制
化
」

な
る
」
と
い
う
見
方
に
も
興
味
を
惹
か
れ
る
。「
内
制
化
」

は
、
時
代
の
要
請
で
あ
る
よ
う
だ
。

は
、
時
代
の
要
請
で
あ
る
よ
う
だ
。

　

た
だ
し
、「
内
制
比
率
と
外
注
比
率
」
と
の
関
係
に
お

　

た
だ
し
、「
内
制
比
率
と
外
注
比
率
」
と
の
関
係
に
お

い
て
は
、「
ど
ち
ら
が
高
い
ほ
う
が
良
い
」
と
い
う
こ
と
で

い
て
は
、「
ど
ち
ら
が
高
い
ほ
う
が
良
い
」
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
、
過
去
と
は
違
い
、
制
作
数
量

は
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
、
過
去
と
は
違
い
、
制
作
数
量

の
大
幅
な
減
少
が
、
制
作
費
回
収
を
必
要
と
し
て
い
る
。

の
大
幅
な
減
少
が
、
制
作
費
回
収
を
必
要
と
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
専
門
性
を
高
め
、
効
率
的
な
内
制
化
を
進
め

そ
の
結
果
、
専
門
性
を
高
め
、
効
率
的
な
内
制
化
を
進
め

る
必
要
が
、
内
制
化
促
進
の
差
し
迫
っ
た
背
景
で
あ
る
こ

る
必
要
が
、
内
制
化
促
進
の
差
し
迫
っ
た
背
景
で
あ
る
こ

と
も
見
逃
せ
な
い
。

と
も
見
逃
せ
な
い
。
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Theme

〈
年
間
テ
ー
マ
〉　

「
仕
事
を
創
れ
る
人
」
を
つ
く
る
＝
内
制
化

内
制
化
に
つ
い
て
考
え
る 

② 

〜 

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
か
ら

「
内
制
化
」を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の「
課
題
」



スピーチ後に、2012 年度に入会した企業を紹介スピーチ後に、2012 年度に入会した企業を紹介

2012年９月入会の
有限会社ライトスタッフ
上原敏行氏（左）、加藤慎吾氏　　　　
　　　　　　　　　

2012年12 月入会の
東京リスマチック株式会社
佐々木康宏氏（右）、鈴木俊郎氏

2013年３月入会の
Smart & Co. Japon（スマート・アンド・
コー・ジャポン）株式会社
白井幹男氏（左）、中澤 茂氏

2013年３月入会の
タイヘイ株式会社
斉藤靖典氏（右）、志村元之氏

2013年３月入会の
株式会社パルディア
石崎久氏（右）、大川祐介氏

電通リテールマーケティングの渡會公士氏

同社・福田勝氏

スピーチ・レジュメからピックアップスピーチ・レジュメからピックアップ

と
し
て
は
）
こ
の
課
題
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
メ
ー
カ
ー
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
の
、「
店
頭
実
現
力
」
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、

店
舗
に
は
一
カ
月
で
約
70
か
ら
90
箱
も
の
什
器
や
販
促
ツ

ー
ル
が
入
っ
た
段
ボ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、

什
器
や
販
促
ツ
ー
ル
を
満
足
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

環
境
に
あ
り
ま
す
。
梱
包
箱
の
工
夫
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ

ッ
フ
の
派
遣
等
を
通
じ
て
、
店
頭
で
売
り
場
を
確
保
す
る

こ
と
に
も
配
慮
が
必
要
で
す
。

　

次
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
で
す

が
、
小
売
業
で
は
、
Ｉ
Ｄ
─
Ｐ
Ｏ
Ｓ
の
普
及
も
あ
り
、
今

ま
で
の
マ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
捉
え
方
か
ら
、
商

圏
内
の
“
特
定
多
数
”
の
お
客
様
を
対
象
と
し
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
へ
、
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

バ
イ
ヤ
ー
の
方
と
話
を
す
る
場
合
も
、
特
定
多
数
の
お
客

様
が
来
店
す
る
チ
ャ
ネ
ル
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
、

特
定
多
数
の
お
客
様
に
対
し
て
需
要
創
造
を
行
っ
て
い
く

提
案
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
メ
ー
カ
ー
と
小
売
業
と
の
商
談
に
つ
い
て
の

話
で
す
。
小
売
業
の
本
部
商
談
は
商
品
部
が
主
役
で
す
。

本
部
商
談
で
バ
イ
ヤ
ー
と
企
画
を
握
っ
た
か
ら
す
ぐ
さ
ま

店
頭
が
う
ま
く
取
れ
る
か
と
い
う
と
、
ま
だ
ま
だ
道
の
り

は
遠
く
、
販
促
企
画
部
、
場
合
に
よ
っ
て
は
店
舗
運
営
部

を
活
用
し
、
そ
れ
を
情
報
商
談
力
に
、
ま
た
物
流
と
販
促

流
（
そ
の
一
つ
と
し
て
販
促
物
の
設
置
等
）
を
一
体
化
さ

せ
て
店
頭
実
現
力
と
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
』

　
『「
店
頭
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
Ｃ
Ｒ
Ｍ
」
に
つ
い
て
、
お
話

し
し
ま
す
。
リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
に
は
、

小
売
業
の
現
況
と
課
題
の
把
握
が
必
須
で
す
。

　

リ
テ
ー
ル
業
界
に
は
、
3
つ
の
メ
ガ
競
争
が
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、
狭
商
圏
化
・
過
剰
出
店
に
よ
る
「
個
店
間

競
争
」
の
激
化
。
ふ
た
つ
目
は
、
経
営
統
合
・
Ｍ
＆
Ａ
に

よ
る
「
企
業
グ
ル
ー
プ
間
競
争
」
の
激
化
。
3
番
目
は
、

異
業
種
参
入
に
よ
る
「
業
態
間
競
争
」
の
激
化
で
す
。

　

こ
の
変
化
の
中
、「
顧
客
を
逃
が
さ
ず
、
継
続
来
店
率

を
高
め
る
」、
ま
た
「
良
い
顧
客
に
付
加
価
値
の
高
い
商

品
を
買
っ
て
い
た
だ
き
、
売
り
上
げ
・
利
益
を
上
げ
る
」、

　
「
Ｊ
Ｐ
Ｍ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
定
例
会
」（
第
10
回
）
が
４
月

５
日
（
金
）
18
時
30
分
よ
り
開
か
れ
た
。
参
加
者
数
は
、

29
社
78
名
と
、
こ
れ
ま
で
の
中
で
は
最
高
の
出
席
者
数
。

今
回
は
、
電
通
リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
代
表
取
締
役

社
長
の
渡
會
公
士
氏
が
冒
頭
、
同
社
の
業
務
に
つ
い
て
語

り
、
本
テ
ー
マ
に
つ
い
て
同
社
店
頭
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部

プ
ラ
ン
ナ
ー
の
福
田
勝
氏
が
話
し
た
。

〈
渡
會 

公
士 

氏
〉

　
『
電
通
リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
今
期
、
設
立
7

期
目
で
す
。
資
本
構
成
は
電
通
テ
ッ
ク
が
53
・
６
％
、
日

用
品
・
化
粧
品
卸
の
「
あ
ら
た
」
が
36
％
持
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
の
は
、
商
品
が
店

頭
に
置
か
れ
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
売
る
か
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
店
頭
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
、
も
う
一
つ
、
商
品

の
流
通
過
程
、
つ
ま
り
店
頭
に
商
品
が
出
て
い
く
ま
で
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
く
も
の

つ
ま
り
「
顧
客
起
点
」
型
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
の
転
換
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
売
業
は
４
つ
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
店
頭
で
の
粗
利
率
の
急
速
な
低
下
。
ふ
た
つ

目
は
、
安
売
り
一
辺
倒
か
ら
の
脱
却
（
Ｍ
Ｄ
開
発
、
人
材

育
成
、
売
り
方
開
発
、
新
サ
ー
ビ
ス
開
発
）
で
す
。
３
番

目
は
、
店
頭
実
現
力
の
低
下
。
４
番
目
と
し
て
、
商
圏
と

店
頭
Ｍ
Ｄ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
で
す
。

　

こ
の
4
つ
の
課
題
に
つ
い
て
、
小
売
業
で
は
メ
ー
カ
ー

に
対
し
て
も
課
題
解
決
の
提
案
を
求
め
て
い
ま
す
。（
我
々

に
も
目
を
配
り
な
が
ら
商
談
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
資
料
に
つ
い
て
も
、
我
々
に
支
援

で
き
る
機
会
も
あ
り
ま
す
が
、
バ
イ
ヤ
ー
は
多
忙
を
極
め

て
い
ま
す
。
バ
イ
ヤ
ー
の
商
談
時
間
は
全
体
業
務
の
中
の

約
２
割
。
メ
ー
カ
ー
１
社
あ
た
り
に
か
け
る
時
間
は
大
体

月
に
ト
ー
タ
ル
で
1
時
間
ほ
ど
と
い
う
試
算
も
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
そ
の
た
め
の
資
料
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
カ

テ
ゴ
リ
ー
（
売
り
場
部
門
）
全
体
の
動
向
を
俯
瞰
し
、
売

り
上
げ
貢
献
が
で
き
る
商
品
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
な
い

と
、
バ
イ
ヤ
ー
の
関
心
を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

商
談
す
る
時
期
は
、
実
施
の
3
か
月
前
が
一
般
的
で
す
。

こ
の
3
か
月
前
商
談
と
い
う
の
が
広
告
と
店
頭
と
が
連
動

し
な
い
大
き
な
理
由
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
タ
イ
ミ

ン
を
理
解
し
な
が
ら
店
頭
を
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
こ
の
「
商
談
の
あ
り
方
」
を
変
え
て
い
こ
う

と
い
う
の
が
我
々
の
提
案
で
す
。
い
わ
ゆ
る
“
条
件
商
談
”

か
ら“
情
報
商
談
”へ
と
い
う
こ
と
を
メ
ー
カ
ー
に
提
案
し
、

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
最
後
に
「
小
売
業
の
悩
み
」
で
す
が
、
そ
れ
は
、

①
新
規
客
を
い
か
に
獲
得
す
る
か
、
②
競
合
他
店
と
違
う

販
促
が
し
た
い
、
③
地
域
の
愛
顧
店
に
な
り
た
い
、
④
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
売
り
上
げ
、
粗
利
の
改
善
、
⑤
売
り
場
品
質

を
高
め
た
い
、
⑥
店
頭
の
実
行
レ
ベ
ル
を
高
め
た
い
、
と

い
う
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
一
方
で
、「
メ
ー
カ
ー
の
悩
み
」
に
は
、
①
バ
イ
ヤ

ー
を
ど
う
攻
略
す
る
か
、
②
商
品
を
い
か
に
導
入
さ
せ
る

か
、
③
売
り
場
を
い
か
に
確
保
す
る
か
、
④
地
方
企
業
ま

で
手
が
回
ら
な
い
、
⑤
チ
ェ
ー
ン
と
深
い
関
係
を
作
り
た

い
、
⑥
“
売
れ
る
”
販
促
ツ
ー
ル
を
作
り
た
い
、
⑦
ち
ゃ

ん
と
し
た
売
り
場
を
作
り
た
い
、
広
告
と
連
動
さ
せ
た
い
、

等
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
Ｉ
Ｄ
─
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ

ー
タ
を
活
用
し
な
が
ら
、「
顧
客
起
点
」
型
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
提
案
し
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
店
頭
を
攻
略
す

る
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
』

で
す
。
で
す
か
ら
私
た
ち
は
、
店
頭
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

超
え
、
小
売
り
の
本
部
商
談
か
ら
始
ま
り
、
商
品
が
店
頭

に
置
か
れ
て
の
販
売
促
進
ま
で
、
一
連
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
プ
ロ
セ
ス
に
す
べ
て
関
与
し
て
い
く
と
い
う
ビ
ジ
ネ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
小
売
り
と
メ
ー

カ
ー
と
が
商
談
で
約
束
を
し
た
も
の
が
、
い
か
に
店
頭
で

実
現
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
小
売
り
側
が
持
っ
て
い
る
デ
ー
タ
の
中

か
ら
有
益
な
情
報
を
抽
出
・
分
析
し
、
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

■
ス
ピ
ー
チ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

堀内 茂 監事（トーエイ）

北川 盟 理事
（電通ヤング・アンド・ルビカム）

懇親会の「理事・監事紹介タイム」で懇親会の「理事・監事紹介タイム」で
自己紹介自己紹介
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電
通
リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ

テ
ー
マ
は
、「
店
頭
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
Ｃ
Ｒ
Ｍ
」

Ｊ
Ｐ
Ｍ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
定
例
会
〈
４
月
〉

Communication

バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
に
つ
い
て

そ
し
て
「
小
売
業
の
悩
み
」
は
…

リ
テ
ー
ル
業
界
に
あ
る
３
つ
の
メ
ガ
競
争
と

小
売
業
が
持
つ
４
つ
の
課
題

〈
福
田 

勝 

氏
〉



　

去
る
３
月
18
日
、「
平
成
24
年
度
研
究
助
成
論
文
発
表

会
お
よ
び
第
４
回
日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
学
会
総
会
」
が
、
日
本
印
刷
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
会
（
会

長
：
上
原
征
彦
氏
）
は
、
産
学
協
同
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
研
究
の
進
展
を
目
標
と
し
、
学
術
研
究
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
と
と
も
に
、
協
賛
会
社
を
始
め
Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
会
員
各
社

に
「
実
務
に
役
立
つ
研
究
」
成
果
を
提
供
す
る
こ
と
、
お

よ
び
社
会
性
の
あ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
認
識

強
化
を
図
る
研
究
へ
の
取
り
組
み
を
目
指
し
て
い
る
。

　

同
学
会
の
研
究
事
業
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
「
研

究
助
成
活
動
」
は
、
協
賛
会
社
の
賛
助
金
で
運
営
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
活
動
と
し
て
「
研
究
助
成
論
文
」
が
あ
り
、

こ
れ
は
、
研
究
テ
ー
マ
を
、
学
術
界
・
実
業
界
の
同
学
会

員
か
ら
公
募
し
、
的
確
な
研
究
テ
ー
マ
に
は
研
究
費
用
を

提
供
し
、「
研
究
論
文
」
を
作
成
し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
。

今
回
（
平
成
24
年
度
）
の
論
文
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
に
70

を
超
え
る
研
究
助
成
論
文
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

今
回
は
学
術
界
・
実
業
界
か
ら
、
12
論
文
（
論
文
９
本
、

研
究
レ
ポ
ー
ト
３
本
／
別
表
）
が
発
表
さ
れ
た
。
朝
の
９

時
か
ら
始
ま
り
、
間
に
「
産
学
交
流
・
昼
食
懇
親
会
」「
学

会
総
会
」
を
挟
み
、
論
文
発
表
ご
と
に
活
発
な
質
問
が
な

さ
れ
、
す
べ
て
の
発
表
後
、
講
評
が
行
わ
れ
、
18
時
に
閉

会
・
終
了
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
今
後
の
予
定
と
し
て
、
研
究
助
成
論
文
の
中
か

ら
、
査
読
つ
き
論
文
が
選
定
さ
れ
、
9
月
に
は
、
学
会
の

論
文
集
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
」

と
し
て
発
刊
さ
れ
る
。

　

日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
会
は
、

販
売
促
進
お
よ
び
こ
れ
に
か
か
わ
る
顧
客
適
応
活
動
に
関

す
る
研
究
の
進
展
と
実
務
技
能
の
向
上
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
産
学
協
同
を
基
盤
と
し
て
研
究
を
展
開
し

て
い
く
学
会
と
し
て
、
２
０
１
０
年
に
創
設
さ
れ
て
い
る
。

同
日
開
か
れ
た
「
第
４
回
学
会
総
会
」
で
は
、
平
成
24
年

度
事
業
報
告
・
決
算
見
込
み
、
平
成
25
年
度
事
業
計
画
・

予
算
計
画
な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

同
学
会
の
協
賛
企
業
（
平
成
24
年
度
）
は
、
株
式
会
社

ア
サ
ツ
ー　

デ
ィ
・
ケ
イ
／
株
式
会
社
エ
キ
ス
プ
レ
ス
社

／
共
同
印
刷
株
式
会
社
／
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日

本
企
画
／
株
式
会
社
シ
ス
テ
ム
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

／
株
式
会
社
ス
ピ
ン
／
株
式
会
社
大
広
／
株
式
会
社
Ｄ
Ｎ

Ｐ
メ
デ
ィ
ア
ク
リ
エ
イ
ト
／
株
式
会
社
テ
ー
・
オ
ー
・
ダ

ブ
リ
ュ
ー
／
株
式
会
社
電
通
／
株
式
会
社
電
通
テ
ッ
ク
／

凸
版
印
刷
株
式
会
社
／
株
式
会
社
ニ
ッ
ト
ー
／
株
式
会
社

乃
村
工
藝
社
／
株
式
会
社
博
報
堂
／
株
式
会
社
博
報
堂
プ

ロ
ダ
ク
ツ
／
株
式
会
社
美
工
／
株
式
会
社
ヒ
ロ
モ
リ
／
レ

ン
ゴ
ー
株
式
会
社
／
ワ
ヨ
ー
株
式
会
社
の
、
計
20
社
。

第
４
回
日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
会
総
会
、
開
く

氏　名 所属・役職／学部・学科 研究タイトル

菊盛 真衣 慶應義塾大学大学院　
商学研究科・修士課程2年 Eクチコミ効果においてブランドの熟知性が果たす役割

北澤 秀文 中央大学大学院　
戦略経営研究科

クーポンが持つ消費者に有効な割引以外の知覚価値とは
～コンジョイント分析による消費者に利用されやすいクーポンの実証研究～

八島 明朗 早稲田大学　商学学術院助手
大学院商学研究科博士課程後期 スイッチング・バリアがプロモーション効果に与える影響

水師 裕 株式会社小田急エージェンシー 
グループ推進部

二次的ブランド連想の物語構造がブランド・エクイティに与える影響
─既存知識としての物語スキーマを活用した実証的アプローチ─

坂田 利康 高千穂大学大学院　
経営学研究科・博士後期課程3年

インストア・デモンストレーションの有効性について
─食品を事例としたデモンストレーションの実証研究─

渡辺 将行 江崎グリコ株式会社　
菓子営業部首都圏統括支店

五感刺激（香り・POP）による店頭プロモーションが
ショッパーの購買行動に与える効果検証

大澤 敦 株式会社ジェイアール東日本企画　
仙台支店営業第二部

ナビゲーション・プロモーション　
デジタルデバイスを活用した“利用案内”を“販売促進”に繋げる手法の開発

花田 賢洋 株式会社DNPメディアクリエイト 
買い場研究所 「メディアとチャネルの多様化」に着目したショッパー行動研究

位田 哲也
株式会社博報堂プロダクツ　
プロモーションプロデュース事業本部
プロモーションプランニング2部部長

クローズドキャンペーン落選者は当該商品をどう思うか？
〈落選者の気持ちを知り、“効く”構造を導き出す〉

山内 一真 京都工芸繊維大学　
工芸科学部デザイン経営工学課程4年

「売れている」という言語情報が日本人消費者の「集団主義」に与える影響
─「○○に売れている」は集団意識を擽ることができるのか─

下村 貴哉 京都工芸繊維大学　
工芸科学部設計工学域デザイン経営工学課程4年

電子POPにおける非言語表現の効果
─書店・薬局の紙POP広告と比較して─

瀬戸 芳雄 駒澤大学　
経営学部市場戦略学科3年中野香織ゼミナール所属

動画配信サイトにおける効果的な広告表現と提示方法
～動画コンテンツと連動した広告および気分による広告態度への影響～

『平成24年度 研究助成論文』研究テーマ・タイトル『平成24年度 研究助成論文』研究テーマ・タイトル

研究論文を発表する。

講評する上原征彦学会会長

産学交流・昼食懇親会

発表ごとに活発な質問が行われた。

第 4 回学会総会

同・副会長の守口 剛氏同・副会長の中村博氏
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研
究
助
成
論
文
発
表
会
、
日
本
Ｐ
Ｍ
学
会
総
会 

開
催

産
学
協
同
で
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
研
究

Studies

研究レポート

研究レポート

研究レポート
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「
買
い
場
」
展
開
の
企
画
か
ら
ツ
ー
ル

制
作
ま
で
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
21
人
の

プ
ロ
が
教
え
る
講
座 

「『
買
い
場
』
展

開
が
よ
く
解
る
基
礎
講
座
」（
第
34
期
）

が
、
５
月
８
日
（
水
）
か
ら
以
降
毎
週

火
曜
日
、
６
月
４
日
（
火
）
ま
で
全
５

日
間
日
程
で
開
講
さ
れ
る
。

４
つ
の
特
長
を
持
つ
本
講
座

　

同
講
座
は
、
４
つ
の
特
長
を
持
つ
。

❶
企
画
立
案
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
。 

・
最
適
な
店
頭
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
た
め
の
基
礎
知

識
、
お
よ
び
「
買
い
場
」
の
実
際
を

踏
ま
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。 

❷
ツ
ー
ル
作
り
の
基
本
と
制
作
、
製
造

　

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
。 

・Ｐ
Ｏ
Ｐ
ツ
ー
ル
作
り
の
基
本
知
識
と
、

購
買
に
直
結
す
る
訴
求
力
の
あ
る

ツ
ー
ル
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
。 

・
基
本
ツ
ー
ル
・
素
材
に
つ
い
て
の
品

質
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
コ
ス
ト
管
理

上
の
ポ
イ
ン
ト
。

❸
現
場
の
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
。 

・
現
場
の
プ
ロ
か
ら
の
最
新
知
識
と
経

験
を
踏
ま
え
た
、
最
新
事
例
と
実
践

的
な
情
報

❹
テ
ス
ト
に
よ
り
知
識
を
定
着
。 

・
講
座
の
最
後
に
全
体
を
網
羅
し
た
確

認
テ
ス
ト
を
実
施
、
学
ん
だ
内
容
の

再
確
認
、
定
着
を
図
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
造
と
流
れ

　

本
講
座
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
造
と

講
義
の
流
れ
は
こ
う
だ
。

Ａ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
体
系
を
基
本
に
置
き
―
―
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
全
体
像
／
戦
略
企
画
立
案
／
効
果
測

定
、
を
学
ぶ
。

　

こ
の
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
体
系
」
を
も
と
に
、

Ｂ
、「
買
い
場
」
ツ
ー
ル
の
企
画
制
作

―
―
戦
略
企
画
を
実
現
す
る
効
果
的
な

Ｐ
Ｏ
Ｐ
制
作
の
基
本
と
、
訴
求
力
の
あ

る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
企
画
・
制
作
の
ポ
イ
ン
ト

を
学
ぶ
。
そ
し
て
、 

Ｃ
、「
買
い
場
」
の
理
論
と
実
際
―
―

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
企
画
に
基
づ
き
、
顧

客
に
購
買
を
訴
求
す
る
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ

ン
で
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
活
用
の
実
際
を
学
ぶ
。 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

Ｄ
、「
買
い
場
」
ツ
ー
ル
の
実
際
―
―

高
品
質
で
訴
求
力
の
あ
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
企

画
・
制
作
の
た
め
に
、
ツ
ー
ル
、
素
材

の
特
徴
を
習
得
し
、
①
品
質　

②
日
程

管
理　

③
コ
ス
ト
管
理
の
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
を
学
ぶ
。 

　

そ
し
て
、
理
解
度
テ
ス
ト
（
知
識
の

確
認
・
定
着
）、
修
了
証
の
発
行
（
23

単
位
以
上
の
出
席
、
理
解
度
テ
ス
ト
受

験
）
…
…
と
い
う
構
造
だ
。

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
講
座

　

本
講
座
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｍ
が
提
供
す
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

関
連
「
４
講
座
」
の
導
入
講
座
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「『
買
い
場
』
展
開
が
よ
く
解
る
基
礎

講
座
」
を
〈
１
〉
と
し
て
、次
に
、〈
２
〉

と
し
て
７
月
開
講
の
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入
門
講
座
」、

そ
し
て
〈
３
〉 
と
し
て
、
秋
か
ら
始
ま

る
「
イ
ン
ス
ト
ア
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト 
養
成
講
座
（
Ｉ
Ｓ

Ｍ
）」（
９
月
～
２
月
開
講
）
が
あ
り
、

〈
４
〉と
し
て
2
月
開
講 

の「
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ナ
ル
・ 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
養
成
講
座
（
Ｐ
Ｃ
Ｄ
）」
と

い
う
流
れ
だ
。

　

こ
の
〈
３
〉 

と
〈
４
〉
の
間
に
、
11

月
実
施
の
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・ 

マ
ー
ケ
タ
ー
認
証
資
格
試
験
」が
あ
る
。

受
講
対
象
者
は
…
…

　

本
講
座
、
受
講
対
象
者
は
、①
「「
買

い
場
」
展
開
の
基
礎
的
な
知
識
習
得
を

必
要
と
す
る
方
、 

②
企
画
担
当
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
、営
業
担
当
、制
作
管
理
担
当
、

Ｐ
Ｏ
Ｐ
発
注
担
当
者
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
方
々
が
、
最
適
と
思
わ

れ
る
。 

　

受
講
に
よ
り
身
に
つ
く
力
、知
識
は
、

①
小
売
業
態
別
「
買
い
場
施
策
」
を
考

え
る
力
、
②
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー

ル
の
企
画
・
製
作
の
知
識
、
③
的
確
に

プ
ロ
ダ
ク
シ
ヨ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

行
う
力
、
で
あ
る
。

　

受
講
料
は
、会
員
６
万
３
０
０
０
円
、

一
般
８
万
４
０
０
０
円
。
会
場
は
日
本

印
刷
会
館
。
詳
細
・
申
し
込
み
に
つ
い

て
は
、日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル・マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
協
会
ま
で
、
お
問
い
合
わ

せ
を
。
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　今年のGWは、４月末の３連休と５月頭の４
連休で、間に３日間お仕事という、「中ぐらい
のGW」ですが、いかがでしょうか。休日こそ
仕事、という面もあるプロモーション・ビジネ
スですが、今年は暦通りお休みになりましたで
しょうか。「有給休暇の積極的消化を」「秋に
も大型の連休を」と、お上の方は「買い物・旅
行等で消費してもらい、景気回復を」と、いろ
いろ策を提案していますが、「休み」の使い方
としては、「単なる金銭・時間消費にならない
休み」にしたいものです。

表紙（文／AD・イラスト）
　　  　　　　　　多田亮三／髙橋 稔	 1

「仕事を創れる人」をつくる②
～内制化を進める際の「課題」	 2

「JPM マネジメント定例会」（第 10 回）
　電通リテールマーケティング	 4
平成24年度 研究助成論文発表会 開催	 6
News from JPM	 8

C O N T E N T S

（秀）

数千年前から蓄積された岩が織り成す荒崎海岸
（神奈川県・三浦半島）

導入講座
「『買い場』展開が
よく解る基礎講座」

５月８日 開講


